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高知大学 Teaching Tips 

オンライン授業篇 

オンライン授業の実施、資料作成のために 

 

このTipsは、第2学期のオンライン授業（同期型（ライブ型）と非同期型（オンデマンド型））の実施や資料作成に際しての留意点

について、Q&Aの形でまとめたものです。Q&Aに取り上げた事例は、第1学期のオンライン授業について、高知大学教員や学生の意見

やメディアで報道された事例、他大学のオンライン授業に関するアンケートなどを参考にして作成しました。 

 

受講生が困惑するのは、何の説明もなく授業資料を送って課題

を出すように指示するだけの授業です。あるいは、「教科書の〇

ページから〇ページまでを読んで練習問題を解きなさい」といっ

た授業も同様でした。また、課題がどのように評価されているの

か？(配点）や、課題に対するフィードバックがないことも、受講

生を不安にさせた大きな要因となっています。 

課題の意図や目的を明確にする 

通常の対面授業では、毎回、授業を通じて受講生にどのような

ことを理解してほしいか、どんなことができるようになって欲し

いかという目標にしたがって授業を実施していると思います。オ

ンライン授業でも「どのようなことができるようになるために課

題に取り組むのか」といった受講生への動機付けができます。 

こうしたことのために、資料を配布する際には、授業のテーマ

や目標とどのようにつながっているのか？なぜこの資料を読む必

要があるのか？といったことについて充分に説明し、受講生が目

標を明確にして課題に取り組むことができるように誘導しましょ

う。もちろん、課題がどのように評価されるのか？配点がどのく

らいなのかも、合わせて告知してください。 

音声や動画にできなくても、講義の話しぶりを文章にして 

 多くの教員が、上記のような授業の目標などを交えて、音声付

きのPowerPoint資料や授業動画を提供しています。しかし、こ

うしたことに困難を感じている場合には、上記の授業の目標など

を含めた授業内容を話し言葉の文体で文章にすることをおすすめ

します。これなら、動画や音声を交えた授業資料を作成する時間

が節約できます。 

 論文で使用される「である」調の文体は、配布しようとする文

献の文体と同じで、授業を受けているという実感が受講生に生ま 

 

れません。あえて話し言葉の文体を使用することで、教員の講義

口調と文献の文体のメリハリができ、受講生は対面授業を受けて

いるような疑似体験ができます。 

顔写真や短めの自己紹介動画などを加えて、授業への親近感を創る 

また、受講生は教員の顔を知るだけでも授業への親近感を持つ

ことができるので、初回の授業資料に教員の写真を添えること

や、moodleに短時間の自己紹介動画をアップするなども良いア

イデアかと思います。文章だけでは味気ないので、適宜、写真や

イラストなどを加えると、視覚的にも親和性のあるものとなりま

す。 

 毎回の課題に対してこまめにフィードバックすることは、課題

が確実に受け取られたことや、教員が課題を読んでくれているこ

とが確認できるので、受講生に安心感を与えます。提出した課題

がちゃんと教員に届いているか、特に入学早々オンライン授業に

なってしまった1年生は不安な思いをしたことでしょう。お互い

の顔が見えないオンライン授業では、受講生が安心して授業や課

題に取り組むための手段として、フィードバックはとても重要な

手段となります。 

顔が見えないオンライン授業の安心と信頼はフィードバックから 

 KULASやmoodleに提出された課題は、提出したことを受講

生が自分で確認でき、記録にも残るので安心するように受講生に

伝えることも必要かと思います。 

受講生が誤って課題とは異なるファイルを提出することもあり

ました。後々のトラブルにならないために、提出期限が来たら確

認しておくなど、早めに対応することをおすすめします。 

 

Q１ 毎回の授業は、KULAS やmoodle で文

献のコピーを資料として配布し、課題を提出させ

ていたが、このような授業方法は好ましくないと

聞いた。 

Q２ 毎回課題を出していたが、大人数授業だっ

たので採点することが難しくそのままになってし

まった。各回の評価点は、最後に総合評価点に加

算した。 
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個々にフィードバックが出来ない場合は 

 とはいえ、大人数授業や週のうちに複数の授業があるなど、受 

講生すべてに詳細なフィードバックをすることが難しいこともあ

ります。こういう場合には、次の週の授業資料で模範解答を示し

たり、どのようなことが書かれてあったらよかったかなど、評価

のポイントを解説するなどして、フィードバックの代わりとして

もよいでしょう。 

受講生が提出した課題について、なにもコメントや評価をしな

いのは、学生の学びへのモチベーションを低下させる要因となり

ます。 

 

 第1学期は充分な準備期間もないままにオンライン授業が始ま

ってしまいました。そのために、試験の方法などについての検討

が後回しになってしまったかと思います。 

また、moodleによるオンデマンド型の授業で、授業動画の公

開が不定期になったこともあったのではないでしょうか？授業に

関する連絡のメールがたくさんあって、受講生は混乱したことも

あったでしょうが、教員からの早めの連絡は、やはり受講生に安

心感を与えるものでした。 

KULAS を使って受講生にまめに連絡を 

授業スケジュールの変更や定期試験の告知など重要な連絡は、

KULASの講義連絡やメッセージ機能を使って早めに連絡するよ

うにしましょう。 

 受講生には、多くの授業担当者からメールが届くことになり、

混乱するのではないかと危惧されましたが、受講生にとっては、

授業スケジュールなどについて教員が連絡してくれることで、不

安なく授業に取り組めたようです。 

 ただし、特別な支援が必要な学生は、一度に多くのメールが届

くと、対応しきれなくなってパニックを起こすことがあります。

授業をドロップアウトする原因にもなるので、注意する必要があ

ります。 

非同期型授業でも規則正しい受講を促す 

 非同期型の授業は、時間に拘束されず、受講生の都合のよい時

間に受講できるというメリットがあります。受講生たちもこのメ

リットを好意的に受け止めていますが、かえってこのことが、授

業をドロップアウトする落とし穴にもなっています。 

 「いつでも都合のよい時に受講できる」と油断しているうち

に、視聴すべき授業動画がたまっていったり、課題の提出期限を 

忘れて提出できなくなって、受講を続けることができなくなって 

いった例が多く見られました。 

 第2学期は対面授業とオンライン授業が並行して実施されま

す。受講生が早く新しい生活のリズムに慣れることができるよ

う、授業を実施する側も配慮しなければなりません。 

定期的に授業動画をアップロードする 

 非同期型の授業とはいっても、時間割上の授業時間帯よりも前

に、授業動画や資料をアップロードしておきましょう。その上

で、原則としてその日のうちに受講するように促すようにしまし

ょう。 

オンデマンド型授業の「いつでも受講できる」というメリット

は活かしきれませんが、第2学期に実施されるオンデマンド型授

業は、「対面授業の代替措置」と考えて、受講生の学修のリズム

を確立することを優先させましょう。 

 

非同期型（オンデマンド）授業では、対面授業のように出席を

とることができません。また、受講生が、1回の授業でどのよう

なことを理解したか、何ができるようになったかを確認すること

もできません。したがって、毎回の授業で「課題」を出すこと

は、受講生の理解度を確認し、それを確認しながら授業を進めて

いくためのものであることを受講生に説明しましょう。 

「課題」「レポート」ではなく「リアクションペーパー」や「ワークシート」

という表現で／目安としての文字数も提示する 

 受講生は「課題」や「レポート」というと、必要以上に大げさ

に身構えてしまうようです。これまでの対面授業で、授業内容の

理解度を確認するために「リアクションペーパー」や「ワークシ

ート」を提出させていた方もおられるでしょう。こちらが要求す

る内容を受講生に的確に伝えることが重要です。そのためには、

名称にも工夫が必要です。 

 受講生が「大げさに身構える」のは、「どのくらいの分量を書

いてよいのかわからない」ということからくる不安にも原因があ

るようです。「100字程度」とか「200字以上で」というように

文字数の目安も示すことができると、受講生にどのくらいの内容 

Q３ 定期試験の告知が1 週間前になってしまっ

たり、授業資料をKULAS やmoodle にアップ

ロードしたことを連絡しなかったことについて、

学生から苦情があった。 

Q４ メディアなどで、「オンライン授業になっ

て課題が多すぎる」という学生の声が報じられて

いた。しかし、授業を受けたことを確認するため

には、課題を提出することくらいしか方法がない

のではないか？ 



 
2020 年 10 月 

高知大学大学教育創造センター 

3 
 

を求めているのかが伝わるでしょう。 

「授業の感想」だけでは理解度の確認にはらない 

対面授業で出席を確認するために、リアクションペーパーに

「今日の授業の感想」を書かせることがありますが、これだけで

は、授業内容の理解度の確認にはなりません。リアクションペー

パーやワークシートは、複数の設問で構成することで、受講生の

理解度を見るためのツールとして利用することができます。 

moodle の視聴確認よりも小テストを 

 moodleには、受講生が授業動画をどのくらい視聴したかを確

認できる機能があります。これを出席の代わりに利用すること

は、視聴する環境や方法によっては視聴記録に乱れが生じる場合

もあり、公平性を担保する点で難しい場合があります。 

 KULASやmoodleには小テストの機能があるので、これを使

って理解度を確認することで、受講したことを評価するのが適切

です。特にmoodleでは、間違っていたら何回でも受験すること

ができる機能を使って、受講生の理解を確かなものにすることが

できます。 
 ただし、ここでも小テストの内容をあまり過重なものとせず、

クイズ形式で出題するなどすると、受講生も興味をもって取り組

むことができます。 

授業時間外学修を促進するためのレポート課題 

 受講生の理解を確認することとは別に、授業時間外の学修を促

すために、中間レポートなどを課すことは、通常の対面授業でも

行われていました。オンライン授業でこれを実施してはならな

い、ということではありません。いつごろ、どのようなレポート

を課すか？毎回の理解度を確認する課題とはどのような点が異な

るのか？などを、早めに受講生に説明しましょう。 

 

 「1回の授業動画を作成するのに半日から1日以上を費やし

た」と多数の教員がこぼしていました。 

 ここで対面授業を思い出してみましょう。90分の授業時間いっ

ぱい、教員は話し続けていたでしょうか？授業のねらいなどによ

って異なりますが、一般的には、教員の講義とそれを通じた学生

の学修活動が組み合わされて90分の授業が構成されていると考

えられます。したがって、授業時間が90分だからといって、90 

分の授業動画を作成しなければならないということはありません。 

 

授業動画は 30 分～60 分を目安に作成する 

 受講生の学修活動を見込むと、授業動画の長さの目安は、30分

から60分程度が望ましいと言えます。さらに、たとえば10分×

3パーツ、15分×4パーツのように、動画を小分けにして作成す

ることをおすすめします。 

 理由は、30分程度の動画でも、これを続けて視聴するのは受講

生に身体的、精神的負担になることがあるからです。また、1本

が60分の動画を作成しても、これをプラットフォームにアップ

ロードするのに長い時間を要することになります。こうしたこと

も作成する側にとってはストレスになるので、分散することでこ

の問題を解決することができるでしょう。 

動画のパーツと学修活動を組み合わせる 

 動画をパーツに小分けすることで、1回の授業の組み立てが見

通せるようになります。このことを利用して、受講生の学修活動

を適宜授業に織り込みましょう。たとえば、1パーツの最後に、

「ここまでの授業で理解したことをワークシートに書いてくださ

い」といった問いかけができます。 

 授業動画の視聴と、その内容の内省化を繰り返すことで、受講

生の理解は深化していきます。 

 

 教員もTeamsの操作など、はじめのうちは不慣れで大変でし

たが、学生もはじめてのオンライン授業で、機器の操作などに不

安を感じながら受講していたと思われます。こうした不安要素も

授業のドロップアウトにつながります。 

1～2 回目の授業で操作のレッスンを 

授業始めの１・２回は、授業内容に関連させながら、Teamsの

操作に慣れる時間を確保するのがよいでしょう。声は聞こえてい

るか？画面共有が見えているか？などについて問いかけ、不具合

のある者は、Teamsの挙手機能を使って手を挙げさせたり、チャ

ットに書きこませたりすることなどを通じて、受講生がTeams

の機能に慣れるように工夫しましょう。 

TA・SA などに Teams のオペレーションを手伝ってもらう 

 同期型授業の場合、遅刻者がいたりすると、その確認もしなが

ら授業を継続しなければなりません。TA・SAが雇用できる授業

Q５ 90 分の授業動画を作成しようとすると、

PowerPointに音声を入れるだけでもかなりの時

間と労力を要した。 

Q６ 同期型授業の際、受講生がTeams などの

操作に慣れていないため、授業を中断して操作方

法を指導するなど、トラブルが多かった。また、

出席確認をしながら授業を進めるなど、教員一人

では対応しきれないこともあった。 
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では、彼らにTeamsのオペレーションを手伝ってもらうことも

できますが、通常の授業ではそれは望めないことが多いでしょ

う。 

 現状ではこうした困難を克服する手立ては見当たらないので、

大人数授業でTeamsを利用することはおすすめできません。い

まのところ、同期型授業でTeamsが便利に使えるのは、ゼミや

少人数授業ということになります。 

 

受講生が混乱しないためには、授業に利用するプラットフォー

ムはシンプルに1つであることが望ましいでしょう。しかしなが

ら、それぞれの機能に特徴があって、KULASではできないこと 

をmoodleで補うといったことが必要になることがあります。 

複雑なことに落ち着いて取り組めるように 

こうした場合、取り組むことが複雑になるので、受講生から苦

情が出ることもあるでしょう。しかしながら、実社会では一度に

いくつもの課題をこなす場面も出てきます。受講生は、そうした

事態に対応できる能力も養っておかなければならないでしょう。 

大学の授業での経験を通じて、こうした能力にも目を向けるこ

とは、卒業後のためばかりでなく、大学での質の高い学修成果を

もたらすためにも必要であることを、この機会に受講生に説明す

ることも重要かと思います。 

 ただし、この場合も、特別な支援を必要とする学生について

は、適切な配慮をすることが大切です。 

 

 オンライン授業で質問がしにくいことは、教員側も理解度の把

握に不安が残りますし、受講生も自分が本当に理解できているの

か？学習方法はこれでよいのか？など、単なる内容についての質

問も含めて、教員に確認したいことができないもどかしさがあり

ます。 

 質問とそれに対する回答も、安心して受講し、質の高い学修成

果を挙げるために重要な要因であるといえます。 

質問の方法は絞って 

ここで重要なことは、質問方法を1つに絞ることです。オンラ 

イン授業では、いろいろなプラットフォームを用いることがあっ

て、それぞれに質問のための機能が備わっています。 

 教員が何も指示しないと、受講生は目についた機能で質問を送

ってくるため、教員が質問に気づいていなかった、ということが

しばしば起こりました。こうしたことが起こらないようにするた

めにも、「授業の質問は通常のメールで」などの指示をしておく

必要があります。 

メールやチャットで簡潔に質問するのは難しい 

 メールやチャットで来る受講生の質問は、要領を得ないことも

多いかと思います。そうした場合には、「何を聞きたいのか、も

う一度整理してメールを書いてみましょう」などの返信をして、

受講生が頭の整理をする機会をつくることも、受講生たちの重要

な学修になります。 

受講生同士が質問しあい解決できることも 

リアルタイム授業であれば、会議チャットや挙手機能を使って

も質問できます。moodleのオンデマンド授業では、質問用フォ

ーラムを受講生に提供すると、それを使って教員にだけでなく、

他の受講生に意見を求めることも可能です。質問用フォーラムは

左のメニューから購読しておくことができます。そうすると、投

稿の度にメール通知が受けられます。 

質問用フォーラムで自発的学修の機会を 

質問用フォーラムで、他の受講者との意見交換をして大丈夫か

と、受講生が不安に思うかもしれません。質問フォーラムは、教

員と受講生、受講生と受講生の質問、回答ができますが、この利

便性を利用する場合には、学生に告知しておきましょう。使い方

次第で、授業全体に活気がでてくる可能性があります。 

受講生同志で教え合う機会が増えれば、オンライン授業での自

発的学修を促すきっかけともなるでしょう。 

 

第1学期末には、定期試験にかえてレポート提出を選択された

授業が多いようでした。通常であれば筆記試験を実施されている

方もレポートに変更せざるを得なかったようです。 

moodleを利用して、さまざまな工夫をして試験を実施された

授業もありましたが、一般的にオンライン上での筆記試験では、

受講生がどのような状態で受験しているかを確認できないため、

公平性は担保されないと考えた方がよいでしょう。 

Q７ KULAS、moodle、Teams などを安易に

併用することは、受講生の混乱をまねくのではな

いか？ 

Q8 授業に関する質問が、対面授業よりも少な

かったので、学生の理解度などがわからない。 Q9 対面での学期末試験ができなかったので

moodle で試験を実施したが、公平性が保てない

のではないか？ 
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第2学期末の定期試験期間をどのように迎えることができるか

予断を許しませんが、だからといって、すべてをレポートに替え

ることも、科目特性によって難しいかと思います。 

moodle で試験を実施する方法① 

＜試験時間を短くする＞ 

moodleで実施した筆記試験の事例をご紹介します。 

受講生は、授業資料やノート、その他ネットで検索することも

できる状態であるのは避けられません。 

ひとつだけ、「一人で受験する環境を作ってください」という

指示はしなければなりません。友達と相談して解答するのは不正

というコーションは必要です。受講生を信頼するほかはありませ

んが。 

例えば試験時間を60分として、その前後10分程度を接続のた

めの猶予を設け、合計80分程度の時間、moodleの試験問題を

「表示」にします。 

moodle で試験を実施する方法② 

＜問題数を通常よりも多くする＞ 

試験の問題数は、60分の試験時間では少し多すぎる程度に設定

します。 

事前に、「試験時間は60分、問題数は〇〇問」と、受講生に

告知できれば、受講生はそれに向けて準備をするでしょう。前後

10分の余裕のあることも伝えましょう。 

前後10分の余裕も含めて、制限時間を過ぎるとmoodleを「遮

断」することができるので、この間に試験を終えるように指示し

てください。 

このような方法をとることで、受講生は、試験前に授業資料や

ノートを整理し、試験時間にどのように対応すればよいか、入念

に準備できるはずです。 

以上は、moodleを利用した筆記試験の一例です。 

 

大学教育創造センターでは、Teamsに「授業よろず質問箱」を

設けて、オンライン授業に関する質問や相談を随時受け付けてい

ます。授業期間中も対応しますので、大学教育創造センターまで

お問い合わせください。 

【チーム名：授業よろず質問箱（教員用）】 

【大学教育創造センターメール： 

daikyo-ts@kochiuacjp.onmicrosoft.com】 

自分一人では試しようのないことなどについて、画面を共有し

ながら確認やアドバイスをします。非公開の質問も可能ですので

ご利用ください。 

 

【オンライン授業のためのマニュアル】 

・ moodle 教員用簡易マニュアル Ver.2.3 

・ moodle 教員用小テスト簡易マニュアル 

・ Teams 授業の開講方法 

・ 【参考】Teams 授業に関する質問集 (日本マイクロソフト 

株式会社作成) 

・ office365 版PowerPoint「記録」の利用方法 

・ PowerPoint を動画にする方法 

https://moodle.kochi-u.ac.jp/share/ ←🖱クリック 

 

moodle マニュアルコース 

・ 高知大学moodle ワンポイントアドバイス 

・ 高知大学moodle Q＆A（教員用） 

https://moodle.kochi-u.ac.jp/share/course/view.php?id=3 ←🖱 

Q10 Teams の画面共有など、受講生にどのよ

うに見えているのか不安だ。 


